
ら
無
償
化
と
な
り
歓
迎
さ
れ

て
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
無
償
化
は
、

児
童
生
徒
の
健
全
な
発
達
を

促
す
と
と
も
に
食
育
の
観
点

か
ら
も
重
要
で
あ
り
、
小
・

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
を

実
施
す
る
自
治
体
は
全
国
的

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

人
口
の
多
い
東
京
都
の
葛
飾

区
や
千
葉
県
の
市
川
市
で
も

２
０
２
３
年
４
月
か
ら
実
施

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。
憲
法
26

条
の
「
義

務
教
育
は
、
こ
れ
を
無
償
と

す
る
」
の
規
定
を
踏
ま
え
、

広
陵
町
で
も
給
食
費
無
償
化

の
実
現
に
向
け
、
署
名
活
動

に
取
り
組
む
な
ど
引
き
続
き

頑
張
り
ま
す
。

待
ち
望
ま
れ
る
乗
合
タ
ク
シ
ー

来
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
、
試
験
運
転

便
利
な
予
約
制
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
実
現
は
切
実
な
願

い
で
す
。
県
の
公
共
交
通
特

別
委
員
会
・
委
員
長
の
今
井

光
子
県
会
議
員
と
町
会
議
員

団
が
早
期
実
現
に
力
を
合
わ

せ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
９
月
議
会
で
質
問
し

た
山
田
議
員
に
、
「
こ
れ
ま

で
い
た
だ
い
た
意
見
を
ま
と

め
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の

実
証
運
行
を
来
年
４
月
か
ら

９
月
ま
で
行
い
ま
す
。
」
と

回
答
。
こ
れ
ま
で
の
乗
合
タ

ク
シ
ー
実
施
の
消
極
的
な
態

度
か
ら
前
進
し
ま
し
た
。

近
鉄
高
田
駅
へ
の
元
気
号
の

幹
線
ル
ー
ト
は
残
し
、
支
線

住民の声届け、くらし応援の町へ

の
２
ル
ー
ト
は
廃
止
、
そ
の

「
交
通
空
白
地
」
に
乗
合
タ

ク
シ
ー
を
運
行
す
る
計
画
で

す
が
、
不
明
な
点
も
多
く
、

広
く
住
民
の
意
見
を
聞
き
最

適
な
乗
合
タ
ク
シ―

の
一
日

も
早
い
実
現
が
待
た
れ
ま
す
。

公
共
交
通
で
生
じ
た
赤
字
補

填
は
国
か
ら
特
別
交
付
金
が

下
り
て
い
ま
す
。

く
ら
し
破
壊
の
軍
事
費
倍
増
は

や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う

学
校
給
食
費
無
償
化
の
実
現
を
！

巡航ミサイル トマホーク

岸
田
首
相
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
に
乗
じ
、
憲
法
違

反
の
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の

保
有
を
指
示
。
大
軍
拡
＝
防
衛

費
を
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

比
２
％
へ
の
倍
増
を
表
明
。
現

在
日
本
の
防
衛
費
は
約
５
兆
８

千
億
円
。
来
年
度
か
ら
１
兆
円

ず
つ
積
み
増
し
27

年
度
に
11

兆

円
規
模
に
。
そ
う
な
れ
ば
、
ア

メ
リ
カ
、
中
国
に
次
ぐ
世
界
第

３
位
の
軍
事
大
国
に
。
財
源
は

ど
う
す
る
の
か
。

大
増
税
か
社
会
保
障
費
の
大
幅

な
削
減
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

仮
に
消
費
税
増
税
の
場
合
、

12

％
へ
の
増
税
。
社
会
保
障
費

削
減
で
は
、
４
千
万
人
の
年
金

受
給
者1

人
あ
た
り
年
額
12

万
円

以
上
の
削
減
。
医
療
費
の
場
合
、

現
役
世
代
の
３
割
負
担
が
６
割

負
担
に
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

周
辺
国
と
の
緊
張
を
高
め
る

「
防
衛
費
増
強
」
で
な
く
、
９

条
に
基
づ
く
外
交
を
通
じ
て
近

隣
諸
国
と
の
信
頼
関
係
を
築
き

「
戦
争
を
始
め
な
い
」
こ
と
に

力
を
つ
く
し
、
国
民
生
活
を
向

上
さ
せ
る
道
こ
そ
求
め
ら
れ
ま

す
。

憲
発
議
を
あ
お
っ
て
い
ま

す
。
核
共
有
な
ど
、
唯
一

の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
に

お
い
て
は
考
え
ら
れ
な
い

暴
言
で
す
。
自
民
党
の
補

完
勢
力
・
維
新
の
会
へ
退

場
の
審
判
を
。

大
阪
で
は
維
新
府
政
の

も
と
で
急
性
期
病
床
や
保

健
所
が
削
減
さ
れ
、
全
国

最
悪
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

を
引
き
起
こ
し
、
全
国
平

均
の
２
倍
の
６
千
人
の
犠

牲
者
を
出
し
た
維
新
政
治

の
責
任
は
重
大
で
す
。

岸
田
自
公
政
権
の
危
険

な
大
軍
拡
路
線
。
そ
れ
以

上
に
危
険
な
の
は
、
日
本

維
新
の
会
で
す
。
馬
場
伸

幸
代
表
は
北
朝
鮮
の
ミ
サ

イ
ル
発
射
の
横
暴
に
対
し

て
、
『
反
撃
能
力
（
敵
基

地
攻
撃
能
力
）
の
保
有
、

核
共
有
な
ど
、
抑
止
力
を

格
段
に
高
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
』
と
主
張
。
吉
村

洋
文
共
同
代
表
（
大
阪
府

知
事
）
は
『
憲
法
９
条
で

国
は
守
れ
る
の
か
』
と
改

統
一
協
会
と
自
民
党
の
癒
着

関
係
を
断
つ
な
ら
真
相
究
明
と

解
散
命
令
が
不
可
欠

韓
国
に
本
部
を
置
く
団
体
が

自
民
党
の
国
会
議
員
に
接
近
し

日
本
の
政
治
を
あ
れ
こ
れ
と
指

示
す
る
な
ど
、
と
ん
で
も
な
い

実
態
が
次
々
に
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
『
か
つ
て
日

本
が
朝
鮮
半
島
の
植
民
地
支
配

を
し
た
の
だ
か
ら
、
今
度
は
日

本
か
ら
の
多
額
の
献
金
で
賠
償

せ
よ
』
と
い
う
の
が
彼
ら
の
主

張
で
す
。
彼
ら
の
政
策
要
求
は
、

自
民
党
改
憲
草
案
の
緊
急
事
態

条
項
や
自
衛
隊
明
記
な
ど
一
致

点
が
多
く
、
大
き
な
衝
撃
を
与

え
て
い
ま
す
。

広
陵
町
共
産
党
議
員
団
は
、

多
く
の
保
護
者
の
願
い
を
受

け
て
給
食
費
無
償
化
を
訴
え

て
き
ま
し
た
が
、
町
は
年
間

１
億
７
千
万
円
か
か
る
と
取

り
組
み
に
消
極
的
で
す
。
そ

こ
で
せ
め
て
“
多
子
世
帯
の

負
担
軽
減
を
！
”
と
求
め
、

令
和
４
年
度
か
ら
義
務
教
育

の
３
人
目
の
子
ど
も
さ
ん
か

こ
う
し
た
関
係
の
頂
点
に
い

た
の
が
安
倍
晋
三
元
首
相
で
し

た
。
岸
田
首
相
・
自
民
党
は
統

一
協
会
と
の
癒
着
の
徹
底
究
明

を
し
、
国
会
議
員
、
地
方
議
員

が
一
切
の
関
係
を
絶
つ
こ
と
を

強
く
求
め
ま
す
。
国
会
で
２
世

信
者
の
児
童
虐
待
な
ど
の
調
査

と
救
済
措
置
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
霊
感
商
法
や
家
族
の
崩
壊

な
ど
の
被
害
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

る
た
め
に
は
、
宗
教
法
人
と
し

て
の
解
散
命
令
を
是
非
と
も
実

行
さ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

北朝鮮のミサイル発射
地域の平和脅かす無法やめよ

日本とアジア、世界の平和と安全を脅かすも
ので、日本共産党は断固抗議しました。軍事的
対応の強化ではなく、北朝鮮の軍事挑発のエス
カレートを抑える国際社会の協調した外交的対
応を急ぐべきです。

核共有・大軍拡など

維新政治の実態

広陵9条の会 五位堂駅宣伝


